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Ａ．研究目的 

 人々の健康課題は昨今、グローバル化する社

会において複雑化し、多様で迅速な対応が必要と

されている。2030 年に向けた開発目標である

「国連持続可能な開発目標（SDGs: Sustainable 

研究要旨 

2030 年に向けて「国連持続可能な開発目標（SDGs: Sustainable Development Goals）」の推進に貢献で

きる人材が求められており、我が国もこれまで以上に国際保健政策に関わる人材を育成し、国際機

関等に送り出す必要がある。しかし身に付けるべきコンピテンシー、経験、スキルが不明確である

こと、キャリアパスの情報が不足していること、コンピテンシーを高める研修機会が乏しいことな

どが参入障壁となっている。 

本研究では、コンピテンシーに基づいた国際保健政策人材養成初期における教育ツールの開発を目

的とし、その準備として（1）主要国際機関の人事政策動向を踏まえたグローバルヘルス人材戦略セ

ンターの役割、（2）ローバルヘルス人材に求められるコンピテンシーの同定、（3）国際保健政策人

材が必要とされるキャリアパスおよびコンピテンシーの抽出、（4）WHO 公募内容の分析による国際

機関に勤務するためのコンピテンシーの検討、（5）国際保健政策人材キャリア形成のための国内資

源に関する研究、（6）公衆衛生・国際保健分野の教育モジュール開発に関する研究、を実施した。 

その結果、国際機関の人事採用動向の現状・特徴と展望、国際機関で働く日本人のキャリアパス、

国際保健政策人材に実際に必要とされるコンピテンシーが一定程度明確になった。また、日本人が

国際機関で働くための支援的な研修機会が十分ではないことも明らかになり、本研究班での開発す

べき教育ツールの意義がより明確になった。 

 平成 29 年度の成果を元に、平成 30 年度（2 年目）は、具体的な研修モジュールを組み合わせた研

修ツールの開発を行う予定である。 
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Development Goals）」に基づいて、国際的に新た

な健康課題解決に向けた動きが始まっている。そ

れらの推進に貢献できる人材として、わが国もこ

れまで以上にグローバルヘルスに関わる人材（以

下、グローバルヘルス人材）を必要としており、

特に国際保健政策に関わる人材を育成し、国際舞

台に送り出す必要がある。しかしながら、グロー

バルヘルス人材として身に付けるべき能力、経

験、スキルが不明確であること、またキャリアパ

スの情報が不足しているなど、有為な人材がグロ

ーバルヘルスに参入する際に障壁があることが指

摘されている。 

国際機関（国連など）で働くグローバルヘルス

人材のコンピテンシー（成果を生む望ましい行動

特性）としては、既に、コミュニケーション力、

チームワーク推進力、計画力や組織力、リーダー

シップ、改革力などが特定されている。グローバ

ルヘルス人材、特に国際保健政策人材は、保健医

療専門職（有資格者）のみではないこと、複数の

組織を異動すること、また国内外の現場を循環す

るなどキャリアパスが極めて多様であるとも言わ

れている 2)。多様なキャリアパスを可能にし、国

際保健政策人材として活躍できるようなコンピテ

ンシーを高める教育ツールの開発は急務である。 

そこで本研究では、研究期間 2 年間で、コンピ

テンシーに基づいた国際保健政策人材養成初期に

おける教育ツールの開発を目指した。本研究で

は、基礎的専門分野やそれまでのキャリアが異な

る者が、養成が必要なコンピテンシーに基づいて

研修モジュールを組み合わせて研修を受けること

になる。これら複数の研修モジュール全体を「教

育ツール」と定義する。 

平成 29 年度（1 年目）は、以下の分担班に分

かれ、国際保健政策人材のキャリアパスについて

既存資料・事例を詳細に分析し、多様なキャリア

パスの中で獲得できるコンピテンシーを明らかに

した。 

 

（1）主要国際機関の人事政策動向を踏まえたグ

ローバルヘルス人材戦略センターの役割、（2）

ローバルヘルス人材に求められるコンピテンシー

の同定、（3）国際保健政策人材が必要とされる

キャリアパスおよびコンピテンシーの抽出、

（4）WHO 公募内容の分析による国際機関に勤務

するためのコンピテンシーの検討、（5）国際保

健政策人材キャリア形成のための国内資源に関す

る研究、（6）公衆衛生・国際保健分野の教育モ

ジュール開発に関する研究 

 

Ｂ．研究方法 

１．主要国際機関の人事政策動向を踏まえたグロ

ーバルヘルス人材戦略センターの役割 

1）グローバルヘルス人材戦略センターの機能    

 平成 28 年に国際保健に関する懇談会から発表

された「国際保健政策人材養成ワーキンググルー

プ報告書」等を元に、29 年に解説されたグロー

バルヘルス人材戦略センターの機能に関して考察

した。 

2）WHO 人的資源年次報告書の解析 

 平成 30 年 1 月の WHO 執行理事会および同事

業予算管理小員会（PBAC）に提出された「WHO

職員の現状と専門家委員会の構成に関する年次報

告書」の内容を分析した。 

3）主要国際機関の人事政策動向を反映させた求

められるコンピテンシー 

 グローバルヘルス人材戦略センターのニュース

レターから、主要国際機関の人事担当者の意見を

分析した。 

 

２．グローバルヘルス人材に求められるコンピテ

ンシーの同定 

 ①国連が求めるコンピテンシー、②コンピテン

シーの実践‐WHO グローバル・コンピテンシーの

応用ガイド、③ UNDP（国連開発計画）

コア・コンピテンシーの枠組み（管理局人材部統

合人材課）等の文献を分析した。 
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３．国際保健政策人材が必要とされるキャリアパ

スおよびコンピテンシーの抽出 

 国際機関等国際的組織に勤務している国際保健

政策人材への聞き取り調査を、以下の要領で実施

した。 

対象：政府派遣職員（セコンドメント）ではな

い、国際組織に勤務する日本人９名 

調査期間：2017 年 10 月～2018 年 2 月 

面接場所：対象者の勤務先、または、対象者が日

本出張中の出張先 

 

４．WHO 公募内容の分析による国際機関に勤務

するためのコンピテンシーの検討 

 WHO のホームページ上に掲載された公募情報

のうち Required Qualification（必須資質）の中

の、Essential Experience、Desirable Experience、

Skills、WHO competencies に関して、単語の頻出

度を職位（Grade）別、3 つの分野（Job field）別

に質的分析ソフトを用いて分析した。公募情報

は、季節性など時期の偏りを避けるために、平成

29 年 4 月、7 月、10 月の 3 か月分を、11 月に

WHO 担当部署より入手した。 

 

５．国際保健政策人材キャリア形成のための国内

資源に関する研究 

1）国内大学院におけるカリキュラム分析 

 日本国際保健医療学会（平成 29 年 8 月時点）

の理事一覧に掲載されている理事・評議員全員

（106 名：以下 JAIH 理事・評議員）が所属する

教育機関 42 校を抽出し、そのうち修士課程を持

つ大学院 34 校を対象とした。それら 34 校の公式

シラバスから「科目名」と「科目概要」を抽出・

リスト化し、国内教育機関において提供されてい

る国際保健政策人材の育成に必須と思われる「国

際保健政策」関連科目（特に政策・マネジメント

に関する科目）の提供状況について分布をみた。 

 

 

2）国際保健政策人材キャリア形成に有用な情報

資源ディレクトリの作成 

 国際保健政策人材のキャリア形成にとって有用

と思われる情報資源の種類について研究班で議論

を行い、フレームワークを作成した。主にインタ

ーネット上に公開されている情報を収集し、概要

をまとめた。 

 

６．公衆衛生・国際保健分野の教育モジュール開

発に関する研究 

 Lancet Commision2010 の“Health Professionals for 

a new century: transforming education to strengthen 

health systems in an interdependent world“および上

記論文がオンライン公開された平成 22 年 11 月

29 日以降に期間を限定し Pub Med 検索を行っ

た。キーワードは“Transformative education”、

“Global Health”等で幅広い検索を試みた。 

 

【倫理的配慮】本研究班は、研究倫理に関して、

国立保健医療科学院の承認を得た（NIPH-

IBRA#12159）。また、分担研究（3）国際保健政

策人材が必要とされるキャリアパスおよびコンピ

テンシーの抽出、について、金沢大学医学倫理審

査委員会の承認を得た（審査番号 2548-2）。 

 

Ｃ．研究結果 

１．主要国際機関の人事政策動向を踏まえたグロ

ーバルヘルス人材戦略センターの役割 

1）グローバルヘルス人材戦略センターの機能    

 グローバルヘルス人材戦略センターの機能とし

て、以下の 5 点が示された。 

①国際的組織への志願者の登録情報の受付・管理

（人材のプール） 

②登録者の技術支援、カウンセリング、アフター

ケア 

③国際的組織からの求人情報等の情報収集、人材

受け入れの働きかけ 

④厚労省・関係省庁・大学・研究機関等と連携し
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た人材育成戦略の企画立案 

⑤就職が決まるまでの間の働き場所の提供（「止

まり木」機能の提供） 

 

2）WHO 人的資源年次報告書の解析 

 WHO 本部および地域事務局の最近の採用傾向

がわかった。国別に人口規模、経済力などを勘案

して適正な規模のレンジが努力目標として定めら

れており、日本の適正数は 94～128 であるの対

し、実数は 41 とかなり少ないことが示された。 

 

3）主要国際機関の人事政策動向を反映させた求

められるコンピテンシー 

 国連機関のポストレベル（グレード）によって

求められる専門性とスキルが異なることを図示し

た。 

 

２．グローバルヘルス人材に求められるコンピテ

ンシーの同定 

 文献にしたがって、①国連が求める価値観とコ

ンピテンシー（基本的価値観、コア・コンピテン

シー、管理職コンピテンシー）、②WHO のグロ

ーバル・コンピテンシー（コア、マネジメント、

リーダーシップ）、③UNDP の求めるコア・コン

ピテンシー（リーダーシップ、コミュニケーショ

ン、イノベーション、実行力、人材管理）等のコ

ンピテンシーが明らかとなった。 

 

３．国際保健政策人材が必要とされるキャリアパ

スおよびコンピテンシーの抽出 

 調査対象の 9 名全員が海外留学歴（修士課程以

上）、並びにインターン、ボランティア等の現場

職務経験やフィールド経験を有していた。これら

の経験によって、国際的組織で必要とされる素養

が OJT で習得され、組織とのコネクションが生

まれ、採用に結び付いた可能性が考えられた。ま

た、国際機関へのエントリーポイントの重要性を

指摘する意見もあった。 

４．WHO 公募内容の分析による国際機関に勤務

するためのコンピテンシーの検討 

 WHO という医療・保健に特化した組織であっ

ても、最も多い公募分野は、Administration & 

Management の分野であった。しかし、職位とク

ロスすると，高度な専門性が必要とされる

Medical & Health related は、高い職位での公募が

多いことがわかった。 

 職位別や分野別の経験やスキルに頻出する単語

は、共通して、management、 managing という単

語が多く、全体的に組織やプロジェクトをマネジ

メントする能力が求められていることが明らかに

なった。また経験やスキルについて職位に関わら

ず見られた言葉は、international、public、 

national であり、WHO で勤務するまでの経験とし

て、国際レベル、国レベル等何らかの公共のため

の業務経験やスキルが求められていることがわか

った。 

 スキルに関して、次に頻度が高い単語は、対人

コミュニケーションに関連した単語、組織人とし

ての行動に関連した単語、および計画・分析に関

連した単語であった。一つの組織の中で、多国籍

のスタッフと働く環境において、これらが必須の

能力であることが、公募内容の分析からも明らか

となった。 

 

５．国際保健政策人材キャリア形成のための国内

資源に関する研究 

1）国内大学院におけるカリキュラム分析 

 JAIH 理事・評議員全員の所属する 34 対象教育

機関のうち、シラバスを公開していたのは 26 大

学院・研究科であった。これらを対象に「グロー

バルヘルス」「国際保健」に関連する科目を抽出

した。その結果 22 校で「グローバルヘルス」

「国際保健」に関連する科目が提供されていた。

「政策」や「マネジメント」のように「国際保健

政策」に関する内容を扱っている研究科はわずか

4 校であった。 
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2）国際保健政策人材キャリア形成に有用な情報

資源ディレクトリの作成 

 フレームワークとして、Ⅰ. 国連・国際機関関係

の情報として、①国連全般情報、②国連・国際機

関の人事情報、③国際機関若手登竜門関係、④そ

の他、またⅡ. 人材育成関係として①キャリア形

成、②学位取得・研究、③語学習得、④その他、

の構成要素からなる情報資源ディレクトリを作成

した。 

 

６．公衆衛生・国際保健分野の教育モジュール開

発に関する研究 

 “Transformative education”をキーワードとしての

検索結果は 463 件であり、医学教育、看護教育等

に関する文献も幅広く見られた。次

に、”Transformative education＆Global Health”での

検索で該当した 35 件を検討した結果、専門職教

育に言及している論文は 5 報のみであった。専門

職教育においては、Pedagogy、不公平の解消のた

めのリーダーシップが提唱されていた。 

 

Ｄ.考察 

１．主要国際機関の人事政策動向を踏まえたグロ

ーバルヘルス人材戦略センターの役割 

 新たに設立されたグローバルヘルス人材戦略セ

ンターには、今まで個々人や養成施設に分散され

ていた努力を束ねる「プラットフォーム」として

の役割が期待されている。求められるコンピテン

シーに関する課題として、①応募するグレードに

よって、求められるコンピテンシーが異なること

（ジュニアなポジションでは一般的な専門知識、

中堅ポジションでは高度な専門知識、シニアなポ

ジションでは、加えて管理・行政能力が必要とさ

れる） 

②ポジションに応募して競争に打ち勝つスキルも

コンピテンシーに数えられるべきである。 

③これらのコンピテンシーは、正規の大学院教育

で得られる部分と現場経験から得られる部分があ

り、両者を自らコーディネイトして、発展させて

いく自己学習能力も涵養する必要がある。 

 

２．グローバルヘルス人材に求められるコンピテ

ンシーの同定 

国際機関や途上国等の海外で働くということは

異文化との交流であり、異文化と接触する中で、

適応していかなければならない。慣れない言語と

環境において成果を出していくためには英語など

外国語を話せるだけでは不可能である語学力より

も、むしろ現地での適応能力が求められている。 

 一方、国際機関が示すコンピテンシーに共通す

るコンピテンシーとして、コミュニケーション、

リーダーシップ、チームワーク、実行力、イノベ

ーションなどが挙げられる。これらは日本人職員

だけでなく、多くの国々からやってくる全職員を

対象として求められているコンピテンシーであ

る。日本人にとっては、前述の「異文化環境での

成功要因」に加えて、これらのコンピテンシーに

ついて養成されることが求められている。 

 

３．国際保健政策人材が必要とされるキャリアパ

スおよびコンピテンシーの抽出 

 キャリアパスの具体例を提示し、海外留学やフ

ィールド経験を積むことの後押しをして、採用試

験のスキルを身につけるための研修の場を提供す

る組織や活動が、結果として、国際機関に求めら

れるコンピテンシーを体得させることに繋がり、

一人でも多くの日本人を海外組織に送り出すこと

につながるものと考えられる。 

 

４．WHO 公募内容の分析による国際機関に勤務

するためのコンピテンシーの検討 

 本研究班の目的である国際保健政策人材養成の

ための教育ツール開発への示唆として、国際保健

政策人材の養成のための教育ツールには、専門的

知識を有する者を対象とした場合には、医療職、

非医療職にかかわらず、国際組織の仕組み、国
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（自治体）の行政組織や行政サービスについての

講義、組織マネジメントやプログラムマネジメン

トに関する講義や演習などを組み合わせて構成す

ることが望ましいと考えられる。さらに、対象者

の経験が多様であると考えられるため、理想的に

は、自分が不足している知識やスキルに関連した

科目を選択して自分に合ったマイコースを作るこ

とができるような教育ツールを開発できるとより

有用で利用されやすいものになるものと考えられ

る。 

 

５．国際保健政策人材キャリア形成のための国内

資源に関する研究 

1）国内大学院におけるカリキュラム分析 

 ここ 10 年で、国内で公衆衛生学を学ぶことが

できる大学院レベルのコースが相次いで開設さ

れ、医療従事者だけではなく、非医療従事者にも

その学習機会が開かれるようになった。しかし国

際保健、特に国際保健政策については、本分析か

ら、国際保健医療学会の理事・評議員という国際

保健の専門家が所属する教育機関においても、そ

の学習機会が必ずしも十分ではないことが明らか

となった。 

 

2）国際保健政策人材キャリア形成に有用な情報

資源ディレクトリの作成 

 国際機関就職の情報については、国際機関人事

センター（外務省）のウェブサイトに集約されて

いるが、全専門分野を対象としたものであるた

め、国際保健政策人材のキャリア形成に特化した

情報の集約という点では、本ディレクトリ作成が

本邦初である。 

 ディレクトリに示す通り、国際保健政策人材キ

ャリア形成に有用な国内資源は多様に存在した

が、国際保健政策人材の養成初期に必要な「国際

保健政策」の学習機会という点では限られている

ことが示唆された。したがって国内教育機関をは

じめとした国際保健政策人材の育成機会で活用可

能な教育プログラムの開発は緊急の課題であると

考えられた。 

 

６．公衆衛生・国際保健分野の教育モジュール開

発に関する研究 

 リーダーシップを基調とした教育を、専門職教

育の中において、どのように展開していくのかが

今後の課題であり、Good Practice の積み重ねが必

要である。 

 

E．結論 

 本研究により、国際機関の人事採用動向の現

状・特徴と展望、国際機関で働く日本人のキャリ

アパス、国際保健政策人材に実際に必要とされる

コンピテンシーが一定程度明確になった。また、

日本人が国際機関で働くための支援的な研修機会

が十分ではないことも明らかになり、本研究班で

の開発すべき教育ツールの意義がより明確になっ

た。 

 平成 29 年度の成果を元に、平成 30 年度（2 年

目）は、具体的な研修モジュールを組み合わせた

研修ツールの開発を行う予定である。 

 

F．健康危険情報  

特記事項なし 

 

G．研究発表 

【論文】 

 なし 

【学会発表】 

（1）中谷比呂樹. 市民公開講座国際医療人財育

成―国際保健人材のギャップを埋める戦略的試

みー、第 2 回国際臨床医学会学術集会、2017

年 12 月 8 日、東京 

（2）Osawa E, Nomura M, Machida M, Taneda K, 

Takahashi K, Nozaki S, Nakatani H, Sone T, What 

are the competencies required to lead the global 

health policies for achieving SDGs? 49th Asia-
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Pacific Academic Consortium for Public Health, 

Incheon, August 2017. 

（3）Nomura M. Takahashi K. Osawa E. Machida M. 

Taneda K. Nozaki S. Nakatani H. Sone T. How 

management core competencies necessary for 

working in global health policies can be acquired in 

Japan? 49th Asia-Pacific Academic Consortium for 

Public Health, Incheon, August 2017. 

  

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

特記事項なし 

 

 

 


